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『伊勢集』の龍門寺詠注解
北
　　
山
　　
円
　　
正
一
　『古今集』歌人伊勢の作には、漢詩文を踏まえて詠じたものが多い。たとえば、　　　　
帰る雁をよめる
　　
 春霞たつを見すてて行く雁は花なき里に住みやならへる （ 『古今集』巻一・
31・春歌上）
は、詞書の「帰る雁」がそれをよく表している。春になって中国の北方へ飛び立つ雁は、 『万葉集』ではほとんど詠まれることがなく、 『古今集』になってようやく普及する題材である。この和歌における、新たな展開の背景には、すでに「帰雁」を取り上げていた中国の詩が存在し、さらにはその影響 こうむった、奈良朝の若干の詩文および平安初期以降の詩がある。　
さらに「花なき里」という、当時としては珍しい表現にも、注
目しておく必要がある。その地は、中国 詩文 おいては、中国の西方と北方の辺境地帯を指す。荒涼たる砂漠の広がる地域
中国が春になってもなお寒冷で花が咲かないと認識されている。平安朝でもこの表現は受容しており、その表現を拾い上げることができる。つまり、伊勢 この二つの表現を結び付けて一首を作り上げたのである
（１）
。なお、当時和歌に盛んに中唐白居易の詩を摂
取していたことからすると、 「背
レ春有
二去雁
一、 上
レ水無
二来船
一」 （ 『白
氏文集』巻十一 ・
0528 、 「初至
二忠州
一登
二東楼
一、 寄
二万州楊八使君
一」 ）
も学んでいた可能性はあるだろう
（２）
。右の歌は、先行する詩文の表
現を学んだ上での詠作な 。　『源氏物語』桐壺巻には、桐壺更衣を亡くした帝が明け暮れ見ている「長恨歌の御絵」は、 「亭子院の描かせたまひて、伊勢貫之に詠ませたまへる」とある。宇多天皇が「長恨歌」をもとにした和歌を のである。この和歌は、 『伊勢集』 ある 長恨歌の屛風 、亭子院のみかど描かせたまひて、その所々詠ませたまひける。みかどの御になして」 （
52～
56）と、 つづく「これは、
きさきの御 にて」 （
57～
61）のことなのであろう。たんに絵を
見ただけではなく、詩の内容を理解した上で詠じ おり 読解鑑
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賞する力を備えていたことが察せられる。伊勢には漢詩文をもとにした歌がこのほかにもあり、耳学問の域を超えた教養を身に付けていたようである
（３）
。
　
伊勢には『伊勢集』がある。その冒頭から三十三首目までは物
語として描かれおり、伊勢の和歌をもとに、その人物像や展開を作り出していると見られ 。こ 物語は、自分の所へ通っていた藤原仲平が大臣の娘 婿取られた とに傷つき、仕えていた大御息所 温子のもとから退いて、父である藤原継蔭の邸へ身を寄せるところから始まる。その１番歌は、男からの 。 「人住まず荒れた やどを来てみれば今ぞ木の葉は錦織りけ 」 （詞書は省略） 、以前あなたがいたところを訪ねてみるとちょうど木の葉は錦を織りなすように紅葉していた 、その 事さを たえる。２番歌は男の歌に心動かされた女の返 。 「涙さへ時雨にそひてふるさとは紅葉 色も濃さぞまされる」 、涙までもが時雨とともに降る私の ころでは、そちらよりも色濃く紅葉していますと 深い悲しみを訴えている
（４）
。間もなく、女は男の訪れはもうないもの
とあきらめ、父 任地である大和へ移り住む。そして年が明け、吉野の龍門寺に参詣する。こ 時 詠じた歌と詞書には漢詩文にもとづく表現がちりばめられている。先行研究ではこの点への配慮がほ んどな 。本稿は、この詞書と歌とが、漢詩文をどのように受容しているかに関心を向けながら読み進めて行く ととする。なお、本文は西本願寺本を用い、問題の 箇所については他本によって改めた。
二
　
まず西本願寺本の本文を引く。＊は改めた箇所。
　　
大和に三月ばかりありけるに、龍門といふ寺に詣でたりけり。正月十一日ばかりな け 。この寺のさまは、雲の中より滝は落つるやう 見ゆ。山の人の家といふは、いたう年経て、岩の上に、苔八重むしたり。見知らぬ心地に、いと悲しうもののみあはれにおぼえて、涙は滝に劣 ず。橋のも 下にばしあるに、いと暗うなりぬ。 「雨や降 んとすらん」 、供なる人といふ。法師ばら、 「雪ぞ降らん」といふほど いみじう大きなる雪かきくらし降れば、人々、 「歌詠まむ」といふに、この詣でたる人、
裁ち縫はぬ衣
きぬ
着し人もなきものをなに山姫の布さらすらん（７）
　　　
と詠みたりければ、さらにこと人詠まずなりにけり。
　　
今は道
＊
　にいでて、越部といふ所に宿りぬ。かの御寺のあはれ
なりしを思ひいでて
見もはてず空に消えなで限りなくいとふうき世に身のかへり来る（８）　　　
とひとりごちて、袖もしぼるばかりに泣き濡らしけり。
大
 和に三月ばかりありけるに―１ ・ ２番歌の左注に「九月ばかりのことなり」とあ 、 男との関係に悲観した女（伊勢）が、 「ありし大和にしばしあらむと思ひて」 （３番詞書）歌を送り、旅
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立つ。その時から三か月経過したということである。 「ありし大和」によると、女がかつて「大和」に住んでいたことが分かる。伊勢の父藤原継蔭は大和守であり、ともに下向しあったのであろう。継蔭は７番歌の時点で任地にあるの 、女がかつて大和国にいたのはその一二年前というこ で ろうか。継蔭は、寛平三（八九一）年正月に大和守となり（ 『古今和歌集目録』 ・ 「伊勢」 ） 、源精が同七年正 十一日に任じられる（同 ・「寵」 ）までその任にあったようである。そうなると伊勢が大和に滞在したのは、寛平五 ・ 六年から七 頃の間 。
龍門といふ寺―龍門寺。奈良県吉野町にあった寺院。創建は、　　
 以
二興福寺僧義淵
一任
二僧正
一。……至
レ是任
二僧正
一。造
レ寺、号
二
龍蓋寺
一。俗云、造
二
五箇龍寺
一。龍
〇〇
門、龍福寺（ 『扶桑略記』
大宝三〈七〇三〉年三月二十四日）
　　
 一、龍門寺 在
二
大和国吉野郡
一。官造作了、勅施
二
僧正
一。
……〉
　　
 有抄物云、義淵僧正
  
ハ龍門・岡寺等本願也。……
　　
 又龍門寺〈在
二大和国吉野郡
一、官造施
二僧正
一〉
　　
 ……
 太政官牒
二龍蓋龍
〇〇
門両寺
一
　　
 ……
　　
 ……謹検
二
案内
一、件両寺、故義淵僧正、奉
二
為国家隆泰藤氏
栄昌
一、所
二建立
一也。……
　　
 　
天禄元年八月廿九日
　
左少史伴宿禰牒
 
（醍醐寺本『諸寺縁起集』 ）
　
 などの史料にもとづいて、 義淵
（５）
（？～七二八） の僧正在任中 （大
宝三年三月に任じられた）のことであろうと考えられてきた
（６）
。
ただ、創建が官立か義淵によるかのいずれであるかが曖昧である上、右の記述を裏付ける史料がないなど、疑問を抱 ている。よって龍門寺 創建年次等は判然とし 言わざる 得ない状況であった。ところが、奈良県明日香村 飛鳥池遺跡で発掘された木簡によって れまでの説を改めることになった。その木簡には次のように記している
（７）
。
　　　
      軽寺
　
波若寺
　
池尻寺
　
日置寺
　
春日部
　
矢口
 
　
   石上寺
　
立部
　
山本
　
平君
　
龍門
　
吉野
　
 ここに「龍門」とある。他とともに 名である。この木簡は七世紀後期の天武朝までのもの るとのこと り
（８）
、そうなる
と義淵が僧正であった時期を溯ることになる。つまり龍門寺の創建は七世紀後期以前だったのであ 。
　
 　
この寺名は、 『三代実録』 （元慶四〈八八〇〉年十一月二十九
日）の、清和太上天皇の病気平癒のために勅使を派遣して、諸寺において功徳を修した寺院 一つとして見え 。また清和天皇崩伝 、
　
 　
天皇寄
二
事
　ヲ頭陀
一、意切
二
経行
一。便欲
三
歴
二
覧名山佛壠
一。於
レ
是
始
レ自
二山城国貞観寺
一、至
二于大和国東大寺、香山、神野、比
蘇、龍
〇〇
門、大瀧、摂津国勝雄山諸有名之処
一、経廻礼佛（同
年十二月四日）
　
 とある。天皇が仏道修行のために巡った諸寺諸山の一つにも数
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えられている。記録ではこれらのものが最も古い。
　
 　
龍門寺を詠んだ詩には、 島田忠臣「五年八月雨中上
二龍門寺
一」
（ 『田氏家集』巻之中 ・
75） 、 菅原道真「遊
二龍門寺
一」 （ 『菅家文草』
巻五 ・
374）がある。また、 宇多上皇の出遊を記録した道真の「宮
滝御幸記」には、
　　
 路次向
二龍門寺
一、礼
レ佛捨
レ綿。松蘿水石、如
レ出
二塵外
一。昇朝
臣友于朝臣、両人執
レ手、向
二古仙旧庵
一、不
レ覚落
レ涙、殆不
レ
言
レ帰。上皇安
二坐佛門
一、痛
二感飛泉
一、勅令
レ献
レ歌云々。
　　
　　　　
 
（ 『扶桑略記』昌泰元〈八九八〉年十月二十五日）
　
と、上皇が龍門寺に参詣し、滝を愛でて和歌を詠ませたとある。
雲
 の中より滝は落つるやうに見ゆ―龍門寺には滝が流れ落ちており、雲の中から落ちてくるように見えた。 『田氏家集』 （巻之中）の
75「五年八月雨中、 上
二龍
〇〇〇
門寺
一」にも、 「秋霖瀑
〇〇
布聴中増、
雲合山昏宜
レ献
レ燈」とあり、滝はこの寺院を象徴する景物だっ
たと言えよう。この表現は漢詩を踏まえている。
　　
初驚河漢落、半灑雲天裏（盛唐李白「望
二廬山瀑布
一」 ）
　　
 黛色迥臨
二滄海上
一、泉声遙落
二白雲中
一（ 『千載佳句』上・
329・
山水、賀蘭遂「百丈山」 。 『和漢朗詠集』巻上・
491・山）
　　
 泉落
二
青山
一
出
二
白雲
一、縈
メグリ
レ
村遶
メグリテ
レ
郭幾家分（ 『白氏文集』巻
十七・
1029 、 「題
二韋家泉池
一」 ）
　　
 非
三
唯物色催
二
春興
一、別有
三
泉声落
二
雲端
一（ 『凌雲集』
14、嵯
峨天皇「和
二左大将軍藤冬嗣河陽作
一」 ）
　
伊勢には、同様の歌がもう一首ある。
　　　　
滝のもとに人あり
　　
水上とむべもいひけり雲居より落ち来るごとも見ゆる滝かな（ 『伊勢集』
67・五条の内侍のかみ御四十賀を、清貫の民部卿
の、つかまつりたまふ屛風の絵に）
　
　
 漢詩では雲の中から滝が落ちてくると直叙している。伊勢の詞書と和歌の表現は、滝が雲の中から落下するかのようだという以外は、ほぼ漢詩の表現を踏まえている。その点は、
　　　　
泉落
二青山
一出
二白雲
一
　　
行く水の青き山より落ちくれば白雲たつと見ぞまどはるる（ 『句題和歌』
80）
　　　　
龍門よりたまへりけるに
　　
雲と見えひをまどはすは流れ出でしたき
つ
の門より来ける水か
も （西本願寺本 『素性集』
58、 「ひを」 は 「ひと」 、 「たき
つ
」 は 「た
つ」とあるべきだろう）
　
 と、滝の落下を雲が立っているかのようだと詠じる とは異なり、伊勢は漢詩の表現をそのまま受容している。
山
 の人の家―「山 人」は、山に住む人、杣
そまびと
人、または隠遁者、
世捨て を意味することが多いが、ここは、神仙、仙人のことである。龍門山を詠じた、
　　
命
レ駕遊
二山水
一、長忘冠冕情。安得
二王喬道
一、控
レ鶴入
二蓬瀛
一
（ 『懐風藻』
11、葛野王「遊
二龍門山
一」 ）
　
 は、この地の山水に触れて官人の憂さを忘れた、仙術を身に付けて仙界へ行きたいと、俗界からの出離を願って る。 の地
― 13 ―
は、古くから神仙境と見なされていたのである。それは、古くから山林の修行者がこの地におり、その人々が仙術を身に付けていると考えたことと関係しているのではあるまいか。
　　
 昇朝臣友于朝臣、両人執
レ
手、向
二
古仙旧庵
一（ 『扶桑略記』
昌泰元年十月二十五日、 「宮滝御幸記」 ）
　　
 仙
〇〇
洞雲深、峡天日暮。……昔宇多法皇、詠
二
卅一字於仙室
一。
……岫下有
二
方丈之室
一、謂
二
之仙房
一〈大伴・安曇両仙之処、
各有
二其碑
一〉 （ 『扶桑略記』治安三〈一〇二三〉年十月十九日）
　
 この地を 「仙洞」 と呼び、 仙居の存在を記している。 『今昔物語集』（巻十一、 「久米仙人、始造
二久米寺
一語第二十四」 ）には、
　　
 今は昔、大和国、吉野の郡、龍門寺といふ寺あり。寺に二人の人籠もり居て仙の法を行ひけり。その仙人の名をば、一人を安曇といふ、一人をば久米といふ。しかるに、安曇はさきに行ひ得て、すでに仙になりて、飛びて空に昇り けり。
　
 と、修行によって仙人となり空 飛ぶ人があった。その一人の名前は右の『扶桑略記』治安三年十月十九日条にも見える。また同じく『今昔物語集』 （巻十三、 「陽勝修
二
苦行
一
成
二
仙人
一
語
第三」 ）で 仙人とな た陽勝が翼を得て空を飛び、それを恩信という僧が見たと記している。龍門寺は、仙人がおり空を飛んでいるところ ある 考えられ いたことが分かる。
い
 たう年経て、岩の上に、苔八重むしたり― の住まいはかなり年を経ており そ 家のある岩 上 は幾重にも苔が生えていたということであろう。苔むす住居は、俗界から隔絶した暮
らしを表している。いかにも仙界らしい光景である。
　　
践フミ
二莓
〇〇
苔之滑石
一、 搏
トル
二壁立之翠屛
一（ 『文選』 巻十一、 晋の孫綽 「遊
二天台山
一賦」 。李善注「莓苔
　ハ即石橋之苔也。……異苑曰、天
台山石有
二莓苔之険
一」 ）
　
は、仙界である天台山中の様子を描 ている。また、
　　
夜深
二
苔
〇〇
席
一
松月眠、出
レ
洞孤雲到
二
枕辺
一（ 『経国集』巻
十四・
209、嵯峨天皇「雑言青山歌」 ）
　
 には、 「苔席」つまり苔が生えているとあ 「神仙結閣」ともあるので 」を点じることによって、そこが神仙境であることを示している。和歌において「苔」は、
　　
いつの間も神さびけるか香具山の桙
ほこすぎ
杉が末
うれ
に〈薜
こけ
〉生
む
すまで
に」 （ 『万葉集』巻三
259、 「鴨君足人香具山歌一首」ノ反歌）
　
のように、長い時間 経過や、
　　
苔の袖雪
ゆき
解げ
の水にすすぎつつ行ふ身にも恋はたえせず（ 『古
今六帖』第二・
1445 ・法師）
　　
世を厭ひ木 本ごとにたち寄りてうつぶし染めの苔の衣ぞ（同・
1448 ）
　
 などと、俗世から隔絶した場所、世を逃れた人の居所をあらわす。７の詞書も神仙の住みかの象徴として、 「苔」を描き出しているのであろう。なお、 「苔」を世俗からの隔絶、仙人の居所を示すも として和文に用いるのは、伊勢の時代にはまだ珍しかったようである。それまで 漢詩文 知識に拠る表現であろう 、宮中の屛風や襖などに描 れた神仙世界を記憶にとど
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め、それを龍門寺の情景描写に応用した可能性があるだろうか。
見
 知らぬ心地―龍門寺の「雲の中より滝は落つるやうに見ゆ。山の人の家といふは、いたう年経て、岩の上に、苔八重むした」たたずまい、 つまり「松蘿水石、 如
レ出
二塵外
一」 「古仙旧庵」 「飛
泉」 （ 『扶桑略記』昌泰元年十月二十五日）といっ 俗外を思わせる景観は、都の光景になじんでいる伊勢には、 「いと悲しうもののみあはれにおぼえ」たのであっ 。８の詞書にも「かの御寺のあはれなりしを思ひいでて」と感慨を綴っている。
涙
 は滝に劣らず―滝に劣らぬほど涙が流れたと うこと。その例には次がある。
　　
 拠
レ鞍長歎息、 涙下如
二流泉
一（ 『文選』巻二十八、 晋の劉琨「扶
風歌」 ）
　　
 眼泉悲涙无
レ
燥、心竈憂炎无
レ
休（ 『性霊集』巻八・
75、 「孝
子為
二先妣周忌
一、 図
二写供
三養両部曼荼羅大日経
一講説表白文」 ）
　　
 我が世をば今日か明日かと待つかひの涙の滝といづれ高けむ（ 『伊勢物語』第八十七段）
　　　　
 仁和の帝、親王におはしましける時に、布留の滝ご覧じにおはしまして帰りたまひけるによめる
 
兼芸法師
　　
　　
 あかずして別るる涙滝にそふ水まさるとや下
しも
は見ゆらむ （ 『古
今集』巻八・
396・離別歌）
　　
 わび人の袖をやかれる山川は涙のごとく落つ 滝かな（ 『貫之集』
660）
　
 また、 「上皇安
二坐佛門
一、痛
二感飛泉
一」 （ 『扶桑略記』 ）と宇多上
皇は龍門の滝に感じ入ったとある。
橋
 の下にしばしある ―道真の詩にも、 「橋
〇
老往還誰鶴駕、閣寒
生滅幾風燈」とあり、龍門寺の景観の一つであった。
い
 と暗うなりぬ……―空が暗くなってきた で、供の者と雨が降りそうだと話していると、寺僧が雪が降るぞ言う そうすると大雪になって目 前が暗くなるほどであった。そして興趣をかき立てられたのであろう、皆で歌を詠もうというこ になった。
この詣でたる人―伊勢のこと。裁
 ち縫はぬ衣―「裁ち縫ふ」は「裁縫 の訓読語。 「裁縫」の例には次がある。
　　
貧友遠労
レ
君寄附、病妻親為
レ
我裁
〇〇
縫（ 『白氏文集』巻
十七・
1011 、 「元九以
二
緑糸布・白軽
一
見
レ
寄。製
二
成衣服
一、
以
レ詩報知」 ）
　　
手労
二
機杼
一
営求継、心任
二裁
〇〇
縫
一委曲存（ 『菅家文草』巻二・
110、 「依
二言字
一、重詶
二裴大使
一」 ）
　「裁ち縫ふ」の例には、　　 　
 源昇朝臣時々まかり通ひける時に、文月の四五日ばかりに、七日の日の料に装束調じてと言ひつかはしてはべりければ
 
閑院
　　
　　
逢ふことは織女に等しくて裁ち縫ふわざはあえずぞありける（ 『後撰集』巻五・
225・秋上）
　
 がある。 「裁ち縫はぬ衣」 の歌について、 『俊頼髄脳』 は、 「これも、仙人のきぬは縫ひ目なきといふことのあるを詠めるなり」と述
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べており、天衣無縫のことである。
　　
 裁縫無
二刀尺
一仙服、飛花帷葉随
レ歩収（ 『新撰万葉集』巻下・
314・夏歌）
　　
 裁無
二
刀尺
一、経
二
西母之路
一
而弥縫、染有
二
浅深
一、逐
二
子喬之
駕
一而潤色者也（ 『本朝文粋』巻八・
225、大江以言「七夕陪
二
秘書閣
一、 同賦
二織女雲為
一 レ
衣。応
レ製」序。 『本朝麗藻』巻上・
52）
　
 は、その例。 『新撰万葉集』巻下の詩は、七言絶句としての体をなしていない上、制作時期が定かではない。また、大江以言は伊勢から約百年ほど下る頃の人であり、ともに好例とは言いがたいが、以言の用いた表現が伊勢のいた時代にあった可能性はあるだろう。
着
 し人―天衣無縫の衣服を着て た仙人。かつては仙人がいたことを示す。
なきものを―いないというのに、仙人はもういないのに。山
 姫―『能因歌枕』には、 「山姫とは神を ふ。……秋を染むる神をいふ」とあり、秋の草木を染める女神と考えられていた。その例には、
　　　　
題しらず
                      　
よみ人しらず
　　
 わたつみの神に手向くる山姫の幣
ぬさ
をぞ人は紅葉といひける
（ 『後撰集』巻七・
419・秋下）
　　　　
山中にて九月尽くるに、一人ながめける
　　
 山姫もいそぎたつらん明日よりは紅葉の錦衣更へにと（ 『能
因集』
176）
　
 などがある。しかし右の歌の季節は秋であり、伊勢の歌には合わない
（９）
。ただ、能因詠の場合、 「たつ」は裁つの意であり、裁
縫をする神と見られてはいる。また、
　
 　
山姫の染めてはさ干す衣かと見るまでにほふいはつつじかな（ 『好忠集』
79）
　
 と、染色をするとも考えられている。衣服に携わる点では、伊勢の歌とも通じるところがある。和歌においては、伊勢以前の例を見出せない語であるが、東大寺の大仏開眼供養 折りに詠じられた詩の序に、
　　
是日也、儛陳
二
文武
一、楽奏
二
華夷
一。山
〇〇
媛連袖之歌、共嘆
二
正
覚
一
而薦
レ
福、□杖抜剣之曲、自劫
二
耶媛
一
而致
レ
祥
）（1
（
（ 『東大寺
要録』巻二 ・ 供養章第三、白鳥香珮「供
二養舎那仏
一歌辞」序）
　
 とある。奏舞の模様を描写しており、 「山媛」ここでは妓女が唱い舞うとある。和歌に詠む、 裁縫に携わ 「山姫」 異なっており、繫がりは想定できない。
布
 さらすらん―「なに」を受けて、どう 山姫が衣服とする布を晒しているのだろうかの意 通説では、 「布」は流れ落ちる滝の喩えとされて る。この比喩は、
　　
晴日碧空雲脚断、一条如
〇
レ練
〇
掛
二山尖
一（ 『千載佳句』上・
347・
瀑布泉、劉禹錫「瀑
〇〇〇
布泉」 ）
　　
落
〇〇〇
泉曝
レ
布
〇
懸
二
飛鵠
一、晴雨収
レ
糸閉
二
薄虹
一（ 『凌雲集』
69、菅
原清公「九月九日侍
二宴神泉苑
一、各賦
二一物
一、得
二秋山
一」 ）
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吉野の滝を見てよめる
 
承均法師
　　
　　
 たがために引きてさらせる布なれや世を経て見れどとる人もなし（ 『古今集』巻十七・
924・雑歌上）
　
 などとあるほか例は多い。また、伊勢詠の『古今集』 （
926）で
の詞書によれば、 「龍門に詣でて 滝のもとにてよめる」とある。ただ『伊勢集』では いみじう大きなる雪かきくらし降れば、人々、 「歌詠まむ」といふに」とあるので 雪を じたと解する必要がある。ここでは滝を表現したとする理解は妥当ではない。積雪を「布」の類 見立てる例はある。
　　
 舞鶴庭前毛稍
ヤヤ
定、擣衣砧上練
〇
新鋪
シク
（ 『白氏文集』巻
五十三・
2322 「雪
〇〇
中即事寄
二微之
一」 、 『千載佳句』上・
292・雪）
　　
 出
レ
閣舁
レ
繒
〇
入、趨
レ
庭載
レ
帛
〇
臻。……繞
レ
腕非
二
羅
〇〇
袖
一、粘
レ
頭
是練
〇〇
巾（ 『田氏家集』巻之上・
16「叙
レ雪
〇
五十韻」 ）
　
また、降雪を布帛の類に喩える例も存する。
　　 　
延喜十七年八月、宣旨によりて
　　
 降る雪を空に幣とぞ手向けける春のさかひに年の越ゆれば（ 『貫之集』
89）
　　　　
題しらず
 
よみ人知らず
　
　　
 千早ふる神の斎
い
垣がき
に雪降りて空よりかかる木
ゆふ
綿にぞありける
（ 『拾遺集』巻十七・
1150 ・雑秋）
　
また、 『うつほ物語』 （吹上下）にも、
　　
 雲の上より響き、地の下よりとよみ、風雲動き、月星騒ぐ。つぶて やうなる氷
ひ
降り、雷鳴り閃く。雪衾のごとく凝りて
降る。すなはち消えぬ
）（（
（
。
　
 とある。神泉苑での紅葉賀における仲忠・涼の演奏に感応して、天人が降下する場面 ある。これらによれば、激しい降雪・積雪を「布」の比喩とする表現を伊勢が用いたと考えてよ 。ただ、右の和歌において比喩となった「幣」 「木綿」は神事に用いるものであり、 『うつほ物語』では奇瑞を描くために用いており、特別な用法だったのだろう。
こ
 と人詠まずなりにけり―伊勢とともに龍門寺にやって来た人々が、伊勢の歌に圧倒されたために詠まなくなってしま た。激しく降る雪を「布」と見て、それを着る仙人がい いというのに、なぜ「山姫」が晒したりするのかという、仙界 見なされたその地にふさわしい歌は、同行の人々を驚かせ その追随を許さなかったのである。
三
　
つづく８番歌は、７番歌を承けて、龍門寺で抱い 感慨をも
にして詠じている。道
 に出でて―山中の龍門寺から帰り 道 出て。 西本願寺本は 「みにいてゝ」に作るが、これでは意をなさないので、天理図書館本・群書類従本 よって改めた。龍門寺は神仙境とも見なし得るところであり、仙房と思しき家が残っている。そこで伊勢はこのこ を踏まえて ７番歌を詠んでいる。８番歌も、 の点
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を念頭に置いて読み進める必要がある。
越
 部―吉野郡大淀町の地名。金峰山で修行していた広達が椅
はし
を渡
ると、痛みを訴える声が聞こえた。椅の下を見ると、未完のまま放置された仏像が部材として用いられていたのである。そこで広達は仏像を完成させて、 「吉野郡越部村之岡堂」に安置したという（ 『日本霊異記』中巻 ・ 第二十六） 。広達は『続日本紀』宝亀三（七七二）年三月六日条 十禅師の一人に数えられているので、 「越部」の名は古くからあったようである。
か
 の御寺 あはれなりしを―「かの御寺」は、龍門寺。 「あはれなりしを」は、先に７番歌の詞書に、 「いと悲しうもののみはれにおぼえて、涙は滝に劣らず」と記しており 特異な景観を眺めて抱いた思いを持ちつづけていたのである。
見
 もはてず―この寺を見尽くすこ もなく。神仙世界と映るこの地を理解することもなくと解するべきであろう。伊勢が仙界を求めて龍門寺にやって来たかどうか 分からないが、衝撃を受けて心引かれながらも、俗世へ戻らねばならないことを言うようである。
空
 に消えなで―仙人のように空を飛んで消 行くこ もなく。この地にいたという、安曇・久米（ 『今昔物語集』巻十一ノ二十四） ・ 陽勝 （同巻十三ノ三） のようには、 羽化登仙 き かったと言う
）（1
（
。
限
 りなく厭ふ き世―この上もなく厭わしく思うこの 。藤原仲平との関係や宮仕え生活などを含む 伊勢が暮 しす世の中。
身
 のかへり来る―仙界から厭わしい世に帰ってきたことよと慨嘆している。龍門寺参詣が己の葛藤に何らの解決や安らぎをももたらさず、俗世へ帰還しなければならないつらさを嚙みしめているのであろう。
ひ
 とりごちて―８番歌が独詠であることを示して る。真情の吐露と見てよいだろう。
袖もしぼるばかりに―泣き濡れるさまの誇張表現。　　　　
題しらず
　　　　　　　　　　　　　
藤原忠房
　　
いつはりの涙なりせば唐衣しのびに袖はしぼらざらまし （ 『古今集』巻十二・
576・恋二）
　
は、その一例。
四
　『伊勢集』の１～
33番は、物語として描かれていると、すでに
先学が指摘しておられる。龍門寺からもどってくる途次の悲歎を表現するあたりも、物語らしい趣を盛り込んでいると言えよう。俗界を厭う思いを抱えて神仙境と思しき地を訪れ、心打たれたものの、このことが何かを生み出すのでもなく、ふたたび現実の暮らしに後戻りするつらさを写し出すところは、い に 創作された印象がある。それではこのあたりはどのような手法によって描き出したので ろうか。この点 検討しておきた 。　
仙界を訪れ、そして現世へ帰還する説話はさまざまある。たと
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えば 『述異記』 （上） の王質が石室山に入り、 童子が 「棊」 をし 「歌」うのを見ていると、いつの間にか持っていた斧の柯が朽ちていた。そして故郷へ帰ってみると知る人がいなかったという。また、劉阮天台（ 『蒙求』 ）も同類であ 。天台山で道に迷った劉晨と阮肇が美しい二人の女性に出会って結婚す 。そこは常春の仙界であったが、半年を経て望郷の念やみがたく故郷へ帰る。望みは果たしたものの 「相識」 はすでになく 「七世孫」 に逢うばかりであったという内容。菅原道真は、この説話をもとに 劉阮遭
二渓辺二
女
一詩」 （ 『菅家文草』巻五・
388）を詠じている。詩題の注に、 『幽
明録』に載せる、劉阮の天台山訪問そして故郷へ帰還する一話を引用している。 この詩には、 「半年長聴三春鳥、 路独逢七世孫」 （頸聯）と半年を経て故郷へ戻り、 「七世孫」に会い、 「不
レ放
二神仙
一
離
二骨録
一、前途脱
レ屣クツ
旧家門」 （尾聯）神仙界には満たされず旧居
に到ったとある。　
道真詠以外の日本における例を挙げておく。 『日本書紀』 （垂仁
天皇九十年） には次のようにある。 田
たぢま
道間守
もり
が、 天皇の命により 「非
時香
かくのみ
菓」つまり「橘」を求めて「常世国」 （ 「神仙秘区」であると
田道間守は語っている）へ向かい、十年後に帰って来て 非時香菓」をもたらす。ところが天皇はすでに崩じてい 。その悲しみは深く、天皇の陵墓にむかって「叫哭」して「自死」した。仙界にいた間に何百年も経過していたのではないものの、現世にて待ち受けていたのは悲嘆であった。　
もう一つ『続浦嶋子伝記』を挙げておこう。浦嶋子が海上で亀
を得ると、亀が美女に変じる。聞けば、 「蓬山」蓬萊山の神女であると言う。そして神 の求めで蓬萊山つまり仙界へ行き、夫婦となって暮らす やが は、嶋子に「旧郷之恋慕」の生じていることを見出し、 「故郷」へ帰るがよろしかろうとすすめる。別れに際して神女は誡めのことばを与え、それを守れば再会がかなうだろうと語る。さらに「玉匣」を贈り 「再逢之期」を得ようとするなら開けてはならない 告げる。嶋子が故郷「澄江浦」に帰る 、 「草田変改而家園為
二
河浜
一
也、水陸推遷而山岳成
二
江
海
一也。故郷荒蕪閭邑絶
レ煙、旧塘寂寞道路無
レ跡」と何もかもが
変わっており、昔の面影をとどめていない。それどころか、 「時代遙謝、人事沿革」長い時間が経ち人も変わってしまったことを知る。 「悲
二歎旧郷之遷変
一」 「悲哀之志、心府如
レ割」嘆き悲しみ、
心が張り裂けんばかりであった。そして悲歎のままに神女から送られた「玉匣」を開け しまい、逢会のすべを失 しま ここには仙境から戻った人が嘆き悲しむという要素が含まれておりその点は、伊勢が仙界と見なした龍門寺から俗世へ戻っ 悲嘆に暮れるところと重なる
）（1
（
。
　
伊勢が龍門寺参詣において、その地を仙界と捉え、仙界を知り
尽くさず登仙もできずに、現世へ戻ったことを嘆 てい ところからすると、 『伊勢集』の７ ・ ８番歌と詞書は、大枠として仙界訪問とそこからの帰還を内容とすると捉えるこ ができる。このような話型を取り入れるについて 右に挙げた同類の説話を踏まえているのではあるまいか。もとより知識人には周知の内容で
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あったろうし、すでに平安朝のさまざまな文学作品にも取り入れられてい はずである。７ ・ ８番歌を読んだ者の多くは、伊勢の悲歎もさることながら、その漢詩文を踏まえた創作過程にも思いいたり、学殖の豊かさを称賛したに違いない。　『伊勢集』７ ・ ８番歌とその詞書が、漢詩文にもとづく表現を多く含むことを述べてきた。和歌の表現や詩想を求める時、歌人らの眼前には、豊かな発想や技巧を有する漢詩文が存在してい のである。神仙境と見なした龍門寺への参詣と俗界への帰還を描くあたりは、中国文学由来の説話を物語の枠組み て活用してるようである。何らかの物語を構想す 時、中国文学がその糧となることがよくあったのだろう。　『伊勢集』の中の伊勢の心境を辿ろうとしたり、作品の文芸性を見極めようとする研究が盛んである。思うに、その前提と て重要なことの一つは注釈 ろう。こ 地味 作業の積み重ねあって、歌人の意図や創作過程が少しずつ明らかになるに違いない。とくに『伊勢集』については、漢詩文受容 点 忘れ はならな だろう。伊勢は新たな表現を求めた歌人と評してよく、新たな可能性を見出した人でもあろう。この点からもその漢詩文摂取の解明は不可欠である。
注（
1）
 小島憲之氏はこの二つの表現について、 『古今集以前』
95～
98・
171～
172・
309～
316ページや諸論考において、繰り返し述べ
ている。
（２）
 渡辺秀夫『平安朝文学と漢文世界』
182ページに指摘がある。
（３）
 伊勢の漢詩文受容についての専論はほとんどなく、 金原理 「歌人伊勢」 （ 『詩歌の表現
 平安朝韻文攷』所収）と吉田幸江「伊
勢集と漢詩――竜門寺小考――」 （ 「国文」第八十号）は、数少ない研究である。
（４）
 この二首が、 「長恨歌」 （ 『白氏文集』巻十二・
0596 ）の「春
風桃李花開日、秋雨梧桐葉落時。西宮南内多
二秋草
一、落葉満
レ
階紅不
レ
掃」を踏まえていることを、三木雅博「紅葉降る
宿――古今集時代における「長恨歌」享受の一端 ―」 （ 『平安詩歌の展開と中国文学』所収）が指摘している。
（５）
 義淵については、横田健一「義淵僧正とその時代」 （橿原考古学研究所編『橿原考古学研究所論集
 第五』所収）参照。
（６）
 『扶桑略記』によれば、義淵が「造寺」したとも、義淵のもと官が建立したとも言えよう。ただ、 『扶桑略記』や醍醐寺本『諸寺縁起集』の記すところは、一面を伝えるだけであるのかもしれない。その開基は、山林修行の僧であり、創建当初は寺院と ての規模を備えていなかったであろうとする見解もある（堀池春峰「竜門寺に就いての一考察」 、 『南都佛教史の研究
 遺芳篇』所収） 。草創については、この意見の方が
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事実を示しているのではあるまいか。
（７）
 飛鳥池遺跡北地区のＳＤ一一三〇溝から出土した木簡（奈良国立文化財研究所編『飛鳥藤原京木簡一―飛鳥池・山田寺木簡――』 ） 。また釈文はこの書による。
（８）
 注（７）に挙げた同書では、ＳＤ一一三〇溝から出土した木簡の年代は、 「基本的に天武五～七年を含む数年間に収まるとみられる」 （総説 と言われ （ 「天武五年」は六七六年） 。また、伊藤敬太郎・竹内亮「飛鳥池遺跡出土の寺名木簡について」 （ 「南都佛教」第七十九号）も参照。
（９）
 なお、 山姫が秋の神であるのなら、 秋の終わり （ 「九月尽くる」 ）とともに帰って行く、つまり「発
た
つ」の意を掛けていると解
するこ できよう。
（
10）
 「□杖」は、対句を考慮して欠字を想定した。 「杖□」の本文である可能性もある。この部分は「抜剣之曲」とつづくので、 楽曲の内容を示している であろう。また、 自劫
二耶媛
一」
は、このままでは理解できな 。
（
11）
 同じく『うつほ物語』の俊蔭巻にも、俊蔭 帝に献上した琴を演奏すると、
　　　
 俊蔭、せた風
ふ
をたまはりて、いささかかき鳴らして大
だいごく
曲一
つを弾くに、大
おとど
殿の上の瓦砕けて花のごとく散る。いま一
つ仕うまつる 六月中の十日のほどに、雪衾のごとく凝りて降る。
　　
と、 「衾」のような「雪」が降ったと、 奇瑞を描いていている
（
12）
 『扶桑略記』延喜元年八月条ほかの諸書に、類話が見える。
（
13）
 『続浦嶋子伝 には、 「承平二年壬辰四月廿二日甲戌、於
二
勘解由曹局
一
注之。坂上家高明耳」とあり（ 「承平二年」は
九三二年） 、その成立は伊勢の時代よりはやや下る頃であるが、この記と同類の説話はすでに存在していたと想定してよいのではないだろうか。
